














要旨:全国の主要 NUICU にアンケート調査を行い、退院児の SIDS 予防対策としてのホーム

モニタ実施状況を検討した。NICU に収容された児では、疑いの症例をも含めて SIDS が、

入院中に 1OOO に対し O.19、退院後に 0.68 の頻度で発症しており、わが国の SIDS の頻度

の 2倍であった。しかし、退院後に SIDS 予防のためホームモニタリングしているのは 100

施設中 24 施設に過ぎず、本疾患に対する関心の低さが伺えた。使用しているモニタはパ

ルスオキシメーターが最も多くついで呼吸または呼吸心拍モニターであった。パルスオキ

シメーターや心拍モニターは SIDS 予防には不適切と考えられるがこれらを使用している

施設も少なからずみられた。

 NICU 退院に際しては適切なホームモニタリングのガイドラインが必要と考えられた。


